
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

春日春日(かすがはるひ）

ウロボロス
ソラリス

FHエージェントC

29

感染

親戚と疎遠

妄想

失恋

従業員

♀

32

欲望：愛情

1
1
3
3

0
0
0
0

1
1
3
3

25
5
5
10
20

1
1 1

FH2 1

　　 0

0 0

春日一族
春日恭二

玉野井十字郎

不死者

懐旧
慕情
有為

嫌気
憤懣
憐憫

カジュアル
携帯電話

アクセサリー
制服

情報収集チーム
サポートスタッフ

8

ワーディング

リザレクト

扇動の香り

原初の黄：奈落の法則

幻想の色彩

無形の影

コンセントレイト：ウロボロス

原初の赤：鮮血の鎖

麗しの容貌

快楽の香気

元気の水

まだらの紐

イージーフェイカー：異能の指先

★

0

5

3

2

1

2

1

★

★

★

★

★

-

1d10

3

4

4

4

2

4+1

-

-

-

1

4

オート

気絶時

セット

セット

効果

メジャー

メジャー

メジャー

常時

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

視界

-

視界

至近

-

-

-

視界

至近

至近

至近

視界

至近

シーン

自身

単体

範囲

-

-

-

単体

自身

効果

単体

効果

単体

自動

自動

自動

自動

-

精神

-

RC

自動

自動

自動

効果

自動

-

↓100

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

R中対象を攻撃するとき+LvD

R中クリ+1、SnLv回、基礎+3

原初の●視界に、SnLv回

精神で判定、R1

C-Lv、下限7

次のクリ+1、ダメージなし

あなたは体内物質の生成によって、常に最適な美容状態を維持できる。 外見は常に老いを感じさせない美しさとなり、健康においても優良な状態が維持される。 ただし、このエフェクトによって顔のつくりなどのもともとの容貌が変化するわけではない。 また、ＧＭは極限状態などの環境的要因によって、このエフェクトの使用を禁止してもよい。

においを嗅ぐだけで恍惚とするような快楽物質を散布するエフェクト。 量を調節することで単に人を集めたり、快楽で気絶させてしまうこともできる。 ただしこの効果は、エキストラに対してしか効果を持たない。

栄毎満点の水を作リ出すエフェクト。 これを飲むことで、疲れが取れる。 ただし、ＨＰが回復したり、バッドステータスが回復するような効果はない。 具体的な効果はＧＭが決定する。 ＧＭは必要と感じたなら、<ＲＣ>による判定を行なわせてもよい。

影に知覚能力を持たせるエフェクト。 影はその二次元的な特性を活かし、あらゆる隙間に入り込むことが可能で、 その先のものを見聞きすることができる。 また、端末と化したこの影を他人の影に紛れさせ、会話などを盗み聞きすることも可能である。 もしこの能力で隠れている者を見つける場合、<知覚>による判定を行なうこと。

神経系に侵入して、相手の記憶を読み取るエフェクト。 ただし、相手に抵抗の意志がある状熊では使用できない。 あなたの知りたい情報を対象の記憶から引き出せる。 ＧＭは必要と感じたなら、<ＲＣ>による判定を行なわせてもよい。基礎+1

春日一族を抜け春日恭二を追う元FHエージェント。
そのためならUGNとも協力関係を結ぶ。
春日恭二を追い詰めてどうするのか、それは自分の中でも答えが出ていない。
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